
改良会議実施校

富山県・私立片山学園中学校・高校
◎「孝・恩・徳」を教育理念に掲げる富山県初
の中高一貫校。中高 6年間を 4期に分け、そ
れぞれの到達目標を設定し、第１志望大学合格
のための学力・体力・人間力を養う。主体的な
学びを重視するアクティブ・ラーニングを、全
学年・全教科で実践。2021年４月に、探究活
動を主軸とした「国際科学探究コース」を新設。
◎設立　2005（平成 17）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約100人
◎2020年度入試合格実績（現浪計）　国公
立大は、北海道大、東北大、東京大、名古屋大、
京都大、大阪大などに 49人が合格。私立大
は、慶應義塾大、上智大、東京理科大、早稲
田大、同志社大などに延べ 262人が合格。
◎URL　https://www.katayamagakuen.jp/

文理どちらを選んだのかを聞く
前に、そこに至るまでに追究
した「自分」を書くようにした
ことで、シートに取り組む生徒
の気持ちが大きく変わりそうで

す。２年生や３年生になった後も、学部・学
科や志望校を考える際などに、生徒が見返せ
るものになるとよいですね。

自己理解、学問研究、そして文
理宣言と、文理選択の流れは円
滑だと思っていましたが、丁寧
に補足説明しなければ、それら
が連動していることに生徒は気

づかないシートになっていたことが分かりま
した。生徒との対話を通して、自分の思い込
みから抜け出すことができました。

学校でプリントを受け取って
も、何が目的なのかを深く考え
ないまま取り組むことが多かっ
たんです。でも今回、先生方の
お話を聞いて、この宣言シート

の意義がきちんと理解できました。何かに取
り組む際には、その目的や意義を理解しよう
と努める姿勢を大事にしたいと思いました。

この宣言シートに限らず、先生
方には、私たち生徒の「主観」
をどんどん聞いていただきたい
と思います。自分の考えであれ
ば、あたり障りのないことを適

当に書いてやり過ごすことはできません。そ
うした機会を通じて、私たちは自分の信念、
ポリシーに気づいていくのだと思います。

STEP3　「これからの自分」を言葉にしよう
A B C の視点から「自分」について考えて、文理を宣言しよう

どのような対話を通じて
改良できたのかは、次ページで！！

これまでの自分
★STEP1で分かった自分の好きなことや
特技、長所、性格、大切にしている価値観
などの中から、「これからの自分」を考え
る上で重要なものを書き出そう。

未来の自分
★STEP2で分かった適性のある仕事と関
連する学問領域、また、適性のある学問な
どの中から、「これからの自分」を考える
上で重要なものを書き出そう。

自分の現状
★得意教科や苦手教科、保護者の希望や友人の意見など、「これからの自分」を考える上で重
要なものを書き出そう。

 　　 を踏まえて、
「これからの自分」に
ついて書こう
★今後の高校生活をどう過
ごしたいか・どう過ごすべ
きか、 A B C で追究した自
分のことを踏まえて書いて
みよう。教科・科目や学校
行事など、具体的に頑張り
たいことがあればそれを交
えて書いてみよう。

A B

C

A B C

「これからの自分」の第一歩として私は、　文系　・　理系　を選びます
※どちらかを○で囲む

文理宣言シートに至るまでに考
えてきたことを、生徒が整理し
やすくなったと思います。これ
までは、生徒が文理を選択した
理由を「書けない」点ばかりに

目が向いていましたが、書くための材料を整
理することができるシートになっていなかっ
たのだと気がつきました。

それまでに取り組んできたSTEP1、STEP2
の内容を踏まえて、文理選択に必要な事柄
を振り返るためのスペースを設けた

STEP1 では自己理解
に、STEP2 では学問
研究などに生徒は取
り組んだ。その上で
STEP3 である本シー
トに取り組む

A 、B 以外にも文理選択に影響を及ぼす得意教科
や苦手教科、保護者の意向などを整理できるよう、
「自分の現状」の欄を設けた

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

改良！ 指導ツール

文理宣言シート１年生

教頭、進路指導部長

森内梨絵
もりうち・りえ

教職歴11年。同校に赴任して
12 年目。

教務主任、数学科主任

山形武司
やまがた・たけし

教職歴11年。同校に赴任して
12 年目。

２年生理系クラス

加藤希実
かとう・のぞみ

医療関係の職業に興味があり、
理系を選択。

２年生文系クラス

永井雄一朗
ながい・ゆういちろう

吹奏楽部所属。法学系統の学
部を志望し、文系を選択。

富山県・私立
片山学園中学校・高校

BeforeAfter

文理選択に向けて深めてきた自己理解、学問研究の成果
を踏まえて、文理選択の理由を説得力のある文章にまと
めさせたい。

文理選択を通して、希望進路実現のために今後の高校生
活で力を入れるべきことを考えさせたい。

STEP3の文理宣言シート作成に至るまでに取り組んだ
自己理解、学問研究を振り返るスペースを設ける。

自己理解や学問研究以外に、文理選択に影響を及ぼす要
素を整理する欄も設けることで、生徒の思いを棚卸しさせ
やすくする。

文理選択以降の「これからの自分」について語らせた上で、
最後に文系・理系を宣言させる。

課題

1

1

2

2

3

改良ポイント 文理選択に向けて、自己分析や適性診断の結果を踏まえた学
問研究に取り組んできた１年生が、総仕上げとして、文理選

択の理由を文章にまとめて担任に伝えることで、主体的な進路選択の第一
歩を踏み出し、学習へのモチベーションを高めることがねらい。

ねらい

校内の教師同士による対話を通して、自校の指導ツールの改良を図る本コーナー。
今号は、富山県・私立片山学園中学校・高校が、文理選択の仕上げとして活用している
文理宣言シートについて、１年前に同シートを使用した２年生とともに検討した。

生徒と
ともに！

進路指導部、理科主任

下条丈士
げじょう・たけし

教職歴10 年。同校に赴任して
11年目。
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河
野　

先
生
方
だ
け
で
行
っ
て
き
た
本
コ
ー
ナ
ー
の
改

良
会
議
に
、
初
め
て
生
徒
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
実
際
に
指
導
ツ
ー
ル
を
使
用
し
た
生
徒
と
と
も
に
、

そ
の
改
良
の
た
め
の
議
論
を
行
う
と
い
う
試
み
で
す
。

ま
ず
は
、
先
生
方
か
ら
「
文
理
宣
言
シ
ー
ト
」
の
課
題

点
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
け
ま
す
か
。

森
内　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
で
自
己
理
解
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
で
学

問
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
生
徒
が
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
と

し
て
文
理
の
選
択
結
果
と
そ
の
理
由
を
文
章
で
表
明
す

る
の
が
本
シ
ー
ト
で
す
。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
、２
に
比
べ
て
、

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
に
取
り
組
む
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

低
く
、
文
理
選
択
の
理
由
を
、
自
身
の
経
験
や
希
望
進

路
に
ひ
も
づ
け
な
が
ら
論
理
的
に
表
現
で
き
な
い
生
徒

が
少
な
か
ら
ず
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た
め
、
担

任
に
よ
る
シ
ー
ト
の
添
削
が
必
要
と
な
り
、
生
徒
、
教

師
双
方
が
負
担
を
感
じ
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。

山
形　

過
去
の
経
験
を
振
り
返
り
、
自
分
が
大
切
に
し

て
い
る
価
値
観
に
立
ち
返
っ
て
文
理
選
択
を
し
た
過
程

を
書
く
生
徒
は
少
な
く
、
選
択
の
理
由
を
箇
条
書
き
す

る
だ
け
の
生
徒
も
い
ま
す
。
３
年
次
の
志
望
理
由
書
の

作
成
な
ど
を
考
え
る
と
、
文
理
選
択
の
理
由
も
文
章
で

表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

下
条　
「
文
理
宣
言
シ
ー
ト
」
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
そ

の
後
の
高
校
生
活
、
そ
し
て
大
学
入
試
に
向
け
て
や
る

気
を
高
め
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
が
、
進
路
に
対
す
る

熱
意
を
感
じ
さ
せ
る
宣
言
は
ま
だ
ま
だ
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
で
す
が
、
面
談
な
ど
の
場
で
は
多
く
の
生
徒
は
自

分
の
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
す
。

河
野　

で
は
、
生
徒
の
２
人
に
、
実
際
に
１
年
前
に
こ

の
シ
ー
ト
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
の
か
を
聞
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

永
井
（
生
徒
）　

僕
は
、
学
校
の
委
員
会
活
動
で
役
職
に

就
き
、
活
動
す
る
中
で
、
組
織
の
あ
り
方
を
勉
強
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
文
系
を
選
び
ま
し
た
。
で
も
、

文
理
宣
言
シ
ー
ト
で
、
そ
う
し
た
自
分
の
経
験
を
交
え

て
文
系
を
選
ん
だ
理
由
を
書
け
た
か
と
聞
か
れ
る
と
、

書
け
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

加
藤
（
生
徒
）　

私
は
文
系
科
目
が
得
意
で
、
適
性
診
断

で
も
文
系
向
き
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
で
も
、
医
療
分

野
の
仕
事
に
関
心
が
あ
り
、
本
当
に
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
悩

ん
で
理
系
を
選
び
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
葛
藤
ま
で
は

文
理
宣
言
シ
ー
ト
に
は
書
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

森
内　

自
身
の
経
験
か
ら
の
気
づ
き
や
悩
み
に
向
き
合

う
中
で
の
葛
藤
は
、
進
路
選
択
の
大
切
な
プ
ロ
セ
ス
で

す
。
生
徒
が
そ
れ
を
率
直
に
書
き
留
め
ら
れ
る
シ
ー
ト

に
改
良
し
た
い
で
す
。
自
己
理
解
や
学
問
研
究
で
深
め

た
こ
と
は
、
シ
ー
ト
を
書
く
際
に
振
り
返
り
ま
し
た
か
。

永
井
（
生
徒
）　

今
は
、
先
生
方
の
話
を
聞
い
て
文
理

宣
言
シ
ー
ト
と
そ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
の
つ
な
が
り

が
理
解
で
き
ま
し
た
が
、
シ
ー
ト
を
書
い
た
時
に
は
、

そ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
よ
う
と
い
う
意
識
は

持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
シ
ー
ト
は
、
最
初

に
文
・
理
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
ま
ず
、
自
己
理
解
や
学
問
研
究
を
通
し
て
考
え

た
こ
と
を
振
り
返
っ
て
か
ら
、
最
後
に
文
理
宣
言
を
す

る
流
れ
が
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

山
形　

自
己
理
解
、
学
問
研
究
で
の
気
づ
き
を
整
理
す

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
過
去
の
経
験
、
さ
ら
に
は

保
護
者
の
希
望
や
友
人
の
意
見
な
ど
、
広
い
視
野
で
文

理
選
択
に
向
き
合
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
う
し
て
、
理

想
の
将
来
像
や
成
功
体
験
だ
け
で
な
く
、
現
実
の
悩
み

や
葛
藤
も
含
め
て
文
理
選
択
に
影
響
を
与
え
て
い
る
要

素
を
言
葉
に
し
た
上
で
、
文
理
宣
言
を
し
て
い
る
こ
と

を
生
徒
が
自
覚
で
き
る
シ
ー
ト
に
し
た
い
で
す
。

永
井
（
生
徒
）　

私
も
、
部
活
動
の
活
動
目
標
を
決
め
る

際
に
、
記
述
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、そ
の
回
答
を
見
て
、「
意
図
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
」

と
反
省
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
質
問
の
目
的
や
意
図

が
分
か
ら
な
い
と
、
回
答
す
る
側
は
答
え
を
書
く
こ
と
が

難
し
い
の
で
す
。
私
た
ち
生
徒
に
読
解
力
、
想
像
力
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
も
一
因
で
す
が
、
シ
ー
ト
上
の
「
選

択
す
る
理
由
を
詳
細
に
書
い
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
一

文
が
、
私
た
ち
生
徒
に
と
っ
て
は
何
を
求
め
て
い
る
の

か
が
理
解
し
づ
ら
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

下
条　

文
理
選
択
の
理
由
を
第
三
者
も
納
得
す
る
文
章

に
し
て
書
け
る
よ
う
に
、
担
任
の
先
生
が
添
削
も
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
文
章
化
と
い
う
作
業
を
ど
う
受
け
止

め
て
い
ま
し
た
か
。 

加
藤
（
生
徒
）　

書
く
こ
と
で
改
め
て
今
の
自
分
に
向
き

合
っ
た
り
、
大
切
に
し
て
い
た
思
い
に
気
づ
い
た
り
す

る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
文
理
選
択
は
進
路
選
択
の

大
切
な
第
一
歩
で
す
か
ら
、
そ
こ
で
考
え
た
こ
と
を
文

章
で
残
し
て
お
く
こ
と
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

森
内　

２
人
の
話
を
聞
い
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
文
章

で
文
理
選
択
の
理
由
を
書
く
と
い
う
こ
と
以
上
に
、
今

の
自
分
の
思
い
を
自
分
の
言
葉
で
書
く
と
い
う
こ
と
が
、

文
理
宣
言
シ
ー
ト
の
目
的
で
あ
る
べ
き
だ
と
気
づ
き
ま

し
た
。
文
章
の
完
成
度
を
高
め
る
た
め
の
添
削
に
時
間

を
か
け
る
の
で
は
な
く
、
生
徒
の
思
い
を
く
み
取
る
こ

と
に
、
よ
り
時
間
を
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

河
野　

文
理
宣
言
シ
ー
ト
の
構
成
が
整
理
さ
れ
た
だ
け

で
な
く
、
シ
ー
ト
の
目
的
も
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
こ

と
で
、
教
師
は
文
理
宣
言
シ
ー
ト
を
ど
の
よ
う
に
活
用

す
べ
き
か
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
教
育
活
動
の
目

的
を
丁
寧
に
問
い
直
し
て
み
る
こ
と
で
、
何
に
時
間
を

か
け
る
べ
き
で
、
何
を
効
率
化
す
れ
ば
よ
い
か
が
明
確

に
な
る
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

改良会議
先生と生徒の

対話のダイジェスト

実 録

ツ
ー
ル
を
作
成
し
た
教
師
の
認
識
と
そ
れ
を
使
っ
た
生
徒
の
認
識
の

差
が
分
か
っ
た
こ
と
、
生
徒
と
対
話
す
る
中
で
教
師
が
想
定
し
て
い

た
ゴ
ー
ル
さ
え
も
見
直
す
経
験
が
で
き
た
こ
と
が
、
有
意
義
で
し
た
。

生
徒
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
い
た
の
か
、
生
徒
自

身
の
言
葉
で
聞
く
ま
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
今
後
も
生
徒
の
声
に
耳
を
傾
け
て
い
き
た
い
で
す
。

私
の
想
像
以
上
に
生
徒
は
深
く
考
え
、
そ
し
て
私
と
違
う
考
え
を
持
っ

て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
生
徒
と
一
緒
に
考
え
る
こ
と
で
、
１

つ
の
シ
ー
ト
か
ら
大
き
な
気
づ
き
を
得
ら
れ
る
の
だ
と
驚
き
ま
し
た
。

富山県・私立片山学園中学校・高校 ◎１年生　文理宣言シート

指導ツールを募集しています！
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」では、取材にご協力いただける先生及び取
材で検討させていただく「指導ツール」を募集しています。「自校で長年使っているツー
ルを見直したい」「ツールのより効果的な活用法を検討したい」といった、課題意識をお
持ちの学校のご応募をお待ちしております。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、必要事項❶～❹をご入力の上、指導ツー
ルを添付して下記のe-mailアドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒情報が削除されているかご確認をお願いいたします

❶学校名・お名前　❷分掌・ご教職歴　❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望　　 view21_since-1975@mail.benesse.co.jp
〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」のツール募集でご提供いただく個人情報
は、今後の企画を検討する目的で利用いたします。お客様の意思によりご提供いただけない部分がある場合、手続き・サー
ビス等に支障が生じることがあります。また、商品発送等で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、厳重に委託先を管理・
指導します。個人情報に関するお問い合わせは、個人情報お問い合わせ窓口（0120-924721、通話料無料、年末年始を除く、
9時～ 21時）にて承ります。（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。
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